

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































赤色紙の広さ 且、 ｡■９ ■ ;ｴイ
囑宵色紙の広さ ０ □ Ｕｕ
Ｃ青は広さが違うけど、赤は同じところがあ
る。
Ｃ赤はきまり正しくなっているみたい。
Ｃ１円の広さがいっしょみたい。
Ｃ表にして調べれば、きまりがわかる。
Ｔどんな表ですか。
Ｃお金と広さの表です。
Ｔ今日の問題は。
Ｃ一致したわけを広さとお金の関係からみつ
ける。
Ｃ赤い紙の広さとお金の関係を調べよう。
ここで本時の課題が明確になった。
この実践では、子供たちの自己の内部に既知
と考えていたものの中に矛盾を起こさせ、新た
な未知を意識させた。これは単なる未知ではな
く矛盾を起こした処理方法を振り返ることで既
知へとつながり、追求の意欲を一段と高めるこ
とになった。
しかし、反省点として①やや作業に手間取る
素材であったこと、②３通りでおわらせるので
はなく５通りともやることで、もっと衝撃的な
矛盾に陥れて、意欲の高まりをさらに増すこと
ができること、などが反省点として上げられた。
技術を学習の中心にすえながら、その学習によ
って、動きが多様になったり、他の動きの基礎
になったりすることができるように学習を進め
てみた。
足かけ上がりは、重心の振りと、その振りの
反動によって上体を上方に引き上げていく運動
としてとらえている。
ＶＴＲで、足かけ上がりの動きを見せる。
Ｃできるよ。
Ｃ簡単にできるかもしれないよ。
Ｃぼくは、自信がないな。
Ｔでは、挑戦してみましょう。
児童は、実際に試してみる。できる児童も二
三人見られるが、ほとんどの児童が、自分で思
ったようにはできない。挑戦する前に、「でき
る」「できるかもしれない」と、口々に発言し、
教師からも、「できるでしょうね」とおだてら
れていた児童たちは、（なんとしても、足かけ
あがりができるようにしたい）との課題意識を
強く持った。そして、何度も挑戦するのだが、
思うようにできない。（どんな点に注意したら
できるようになるのだろう）の意識が全体的に
高まったころを見計らって、充実の場を設定す
ることにした。
Ｔ足かけ上がりのできるＡ君のをみてみよう
Ｃ腕を縮めているよ。
Ｃ足を大きく振っている。
Ｔ腕を縮めているのは、いつかな？
Ｃ頭が鉄棒の上に出た時です。
Ｃ鉄棒のずっと上にでたときです。
Ｃ胸が鉄棒のところに上がった時です。
Ｔいいところを見つけましたね。足を大きく
振ることは、とても大切なことです。大き
くふりましょう。それに、振った勢いで、
体が、鉄棒の上に勢いよく上がりますから
その時腕を縮めれば良いですね。
と助言を与え、準備しておいたビニールテープ
片を、胸のみぞおちのところに付けさせ、留意
点をはっきりつかませ、再度挑戦させた。
２課題と｢充実の場」とのかかわりの面から
知的教科と比べて、芸術・技能教科では課題
や「充実の場」の設定のしかたが大きく変わっ
てくる。ここでは、体育科、３年、鉄棒あそび
（足かけ上がり）の例で述べてみたい。体育学
習における課題は、動きを高める運動課題が中
心になることが多い、児童の気持ちを含むもの
である。
体育科での「充実の場」は、動きを高めるた
めの修正の場であり、習熟の場としてとらえて
いる。従って、児童の願いや、動きの実態から
動きのポイントと練習を示し、より意欲的に活
動する場を設定することが大切である。
器械運動では、個々の児童の到達課題が異な
る点で、学習の焦点化が定めにくく、技能の高
まりが得られないことが多い。そこで、１つの
－１０－
というふうに発言してきた。「水」＝もの、と
いう関係をはっきり読みとらせるため、指導者
は、
<輻三雲二言いなさい｡何に気がつい〉
というように問いかえした。しかし、子どもた
ちは、教師の意図をくみとれないまま、混乱を
していった。あせればあせるほど、教師の発問
は、微妙にゆれ、当初のねらいからはずれてい
った。
ここで教師のとるべき手だては、何であった
のだろうか。
一つは、あくまでも「短く言いなさい」とつ
き放すことであった。
しかし、それよりも、明快で適切な方法は、
「黒板へ出て書きなさい」という一言であった
と思う。おそらく、次の二通りが出てきただろ
う。
｡「水｣一手の上を流れる冷たいもの
・水一手の上を流れる冷たいもの
『「水」なのか、水なのか』という問いかけは、
子どもたちをゆさぶり、本時の混乱を整理する
有効な手だてではなかったかと思う。
子どもたちにとって、水は流れるものだ、冷
たいものだということは、既知のことがらであ
る。また、「」はどんな時に使うことかも、
既知のことがらである。しかし、「水」となっ
たとき、まだ解き明かさなければならない部分
が残った半知のことがらとなるのである。なぜ
「水」と「」をつけたのだろうか。どんな意
味があるのだろうか。これが解らなければ、ヘ
レンが生まれて初めて気づいた中身は読みとれ
ないのである。
これを読みとるために、さらに補助発問とし
て､＜「」のついてない水もあるよ＞と問いか
けてもよいだろう。
おそらく、＜黒板へ出て書きなさい＞という
指示とく「」のついてない水もあるよ＞という
補助発問で、「サリパン先生が今までヘレンの
手の上に書いてきた記号の「水」と、実際に手
練習のポイントをはっきりつかんだ児童たち
は、お互いに見合い、教え合いしながら、すこ
しずつ足かけ上がりができるようになっていっ
た。「あっ、できた」「もう少し」とあちこち
で聞こえてきたので、その場までいって確認し
励ましたり、勇気づけをしてやった。
充実の場として適切な手だてであったかどう
かはわからないが、足かけ上がりの成功に向け
て、児童の追求活動がさかんになり、深まりを
みせた。そして、少しずつ「できた！！」に近
づいていくことを自覚できることによって、主
体的な追求活動の充実となったと考えている。
３教師の指導の面から
授業が停滞してしまったり、深まらないまま
終わってしまう場合がよくある｡原因の多くは、
教師の指導行為、とりわけ、発問の不適確さに
よることが多い。授業が終わったあとで、あの
時こう問いかけておけばよかったと悔やむこと
が少なくない。そんな授業の実際を、５年生の
国語、「サリパン先生との出会い」から述べて
みたい。
授業は、ヘレンが「水」という記号は、流れ
る水を手に受けることによって、「もの」を指
していることに気づく山場の読みとりであった。
本時で、きちんと読みとらねばならない文は
次の一文であった。
（あっ、「水」というのは、この手の上を流
れる、冷たいもののことなんだな！）と、気が
ついたのである。
α鰯瀕
○鱗鰯鯛鯰
－１１－
えてみる必要がある。
４児童一人ひとりの実態を掴んで授業の中に
それを生かしていくことを考えたのであるが、
まだまだその掴み方に甘さがある。
「こんな反応をするとは思わなかったのに」
といった場面がよく出てくる。一人ひとりの児
童をよく知っているつもりでも、まだまだ足り
ない。追求活動を充実させる基盤となることで
あるから、この点について、まだまだ努力する
必要を強く感ずるのである。
５授業を進めていて、多様な児童の反応に対
応できなくて明確な助言や指示を与えられなく
なることがあり、押さえつけてしまったり、一
方的に説明をしてしまったりということがよく
起きた。どのような児童の反応にたいしても適
切なかかわりのできる指導の構えと柔軟性を、
教師自身がもっともっと身につけることが要求
される。
６児童の培いを追求活動成立の基盤と考え、
努力してきたが、まだまだ満足するところまで
いかない。「充実の場」も児童からの追求の意
欲の現れとして成り立つことを計ったのである
が、教師の発問や助言によってしか今のところ
なされない。児童自らが追求活動の深まりや充
実を求めて「充実の場」を構成するように、し
ていく方法や手立てを考えていかなければなら
ない。
の上を流れるものとしての水が、ここで初めて
一致したのだ』というように読みとれたのでは
ないかと思う。
Ⅵ研究の反省と今後の課題
本年度は１時限の授業に焦点を絞って研究を
進めてきた。理論や考え方がきちんとできてい
ても授業はなかなか難しい。試行錯誤を繰り返
しながら実践を積み重ねてきたが、以下の諸点
について反省と今後の課題をまとめた。
ｌ「未知と既知の間」を追求活動充実の視点
として設定したが、児童一人ひとりの実態を知
るうえで今までよりも、はっきりとらえること
ができるようになった。学習集団全体を追求活
動充実（教科内容獲得・応答する学習集団）に
むけて追い込むためにも、大変有効であった。
しかし、「未知と既知の間」のとらえ方が、ど
うしてもあいまいなものになりがちである。と
らえる観点を明確にして、もっとはっきりした
ものにしていく必要がある。
２「充実の場」を追求活動成立の条件として
設定したのであるが、１時限の授業の流れを考
えていくうえで、課題とのつながりから「充実
の場」を構成したため、児童の追求や思考の流
れを予測することを重視した授業構成ができた。
しかし、「充実の場」でなされる「二の矢」
で、課題を深める方向に追求活動が進まず、次
の課題を追求するようなことも時々みられた。
「充実の場」でねらう、ゆさぶりやねりあげの
質的な価値を、教科や学年の発達段階から、も
っとはっきりさせる必要がある。
３追求過程の各段階で「豊かさ確かさ」の目
漂を設定してあるが、それにせまるための各段
階における授業の重点の置きかたをはっきりさ
せる必要がある。そして、追求過程の各段階の
追求活動のし方が、単元の学習を積み重ねてい
くうちにより充実していくよう、ひいては「豊
かさ確かさ」の目標に到達するよう、もっと考
明らかになったことよりも、問題として残っ
たことの多い現状であるが、１時限の授業をし
っかり見つめ、実践を大切に積み重ねていくこ
とで、「豊かさ確かさを求める授業」を、今後
ともめざしていきたいと考えている。
－１２－
